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冬
場
の
食
中
毒
に

注
意
！

　

一
般
に
暑
い
季
節
に
、
食
中

毒
が
多
く
発
生
す
る
と
い
い
ま

す
が
、
冬
季
に
も
意
外
に
多
く

の
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
夏
は
高
温
多
湿
で
よ
く
増

殖
す
る
細
菌
が
、
冬
は
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
原
因
の
食
中
毒
が
多

数
を
占
め
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
小
腸

で
だ
け
増
殖
し
、
下
痢
、
嘔
吐

な
ど
の
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。

人
か
ら
出
た
ウ
イ
ル
ス
は
、
河

川
を
経
て
海
に
着
く
と
、
カ
キ

等
の
二
枚
貝
に
取
り
込
ま
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
人
が
そ
の
貝
を

加
熱
不
十
分
で
食
べ
る
こ
と
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
者
の
嘔
吐
物
や

排
泄
物
か
ら
直
接
あ
る
い
は
食

品
を
介
し
て
感
染
が
広
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

次
に
掲
げ
た
こ
と
に
注
意
し

て
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
カ
キ
等
の
二
枚
貝
は
で
き
る

だ
け
よ
く
加
熱
し
て
食
べ
ま

し
ょ
う
。

・
調
理
前
や
ト
イ
レ
後
等
の
手

洗
い
は
、
石
け
ん
を
使
用
し
念

入
り
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
等

は
熱
湯
か
、
塩
素
系
漂
白
剤

（
市
販
の
５
％
液
５
㎖
を
水
１

ℓ
に
薄
め
る
）
で
消
毒
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
下
痢
便
や
吐
物
の
処
理
は

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
で
飛
散
し

な
い
よ
う
に
静
か
に
拭
き
取

り
、
す
ぐ
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に

入
れ
、
ふ
き
取
っ
た
後
の
床
面

は
、
塩
素
系
漂
白
剤
（
市
販
の

５
％
液
20
㎖
を
水
１
ℓ
に
薄
め

る
）
を
含
ん
だ
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
等
で
浸
す
よ
う
に
拭
き
ま

し
ょ
う
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
対

し
て
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
効

果
は
不
十
分
で
す
。

フ
グ
の
手
料
理
は
絶
対
ダ
メ
！

　

冬
の
味
覚
の
代
表
と
い
え
ば

フ
グ
。
し
か
し
、
フ
グ
の
食
中

毒
に
よ
る
死
者
も
毎
冬
、
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
素
人
の
手
料
理
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

フ
グ
は
、
猛
毒
（
卵
巣
や
肝

臓
以
外
に
フ
グ
の
種
類
に
よ
っ

て
は
筋
肉
、
皮
等
に
も
毒
が
あ

り
ま
す
）
が
あ
り
、
調
理
方
法

に
よ
っ
て
は
命
を
落
と
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

釣
っ
て
き
た
フ
グ
等
を
素
人

判
断
で
調
理
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
フ
グ
処
理
師
の
免
許

を
持
っ
た
方
に
お
願
い
し
ま

し
ょ
う
。

問
＝
衛
生
課（
☎
432
・
３
２
２
１
）

　

上
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
の

た
め
、
区
社
協
賛
助
会
員
の
加

入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
賛
助
会

費
は
、
各
学
区
の
福
祉
事
業
に

約
75
％
が
配
分
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
約
25
％
を
上
京
区
社
協
の

福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

各
学
区
で
は
、
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
配
食
」

「
会
食
会
」
な
ど
の
見
守
り
活

動
、
乳
幼
児
と
そ
の
親
を
対
象

と
す
る
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」、

障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
含

め
た
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
世

代
間
交
流
事
業
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
社
協
で
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

体
の
不
自
由
な
方
を
病
院
な
ど

に
送
り
迎
え
す
る
「
福
祉
送
迎

サ
ー
ビ
ス
」（
賛
助
会
員
の
方

の
み
を
対
象
に
し
た
事
業
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
や
、
災
害
に
備

え
た
取
組
な
ど
の
事
業
に
充
て

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
賛
助
会
費
は
、
平
成
24
年
度

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

な
に
と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

会
費
（
年
間･

一
口
）

　
　
　

個
人　

500
円

　
　
　

団
体　

５
千
円

募
集
方
法　

学
区
ご
と
に
町
内

会
を
通
じ
て
募
集
。
区
社
協
で

も
直
接
お
預
か
り
し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
24
年
２
月
29

日
（
水
）
ま
で

問
＝
上
京
区
社
協
（
☎
432
・
９

５
３
５
）
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地
域
の
福
祉
活
動
を
支
え
る

地
域
の
福
祉
活
動
を
支
え
る

  

区
社
協
賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い

区
社
協
賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い
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ここはここは
　どこ？　どこ？

第188回

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

智
恵
光
院
通
下
立

売
上
る
西
入
に
あ
る

雨
宝
院
は
弘
法
大
師

が
祈
願
し
て
安
置
し

た
と
い
う
聖

し
ょ
う
て
ん

天
像

（
大
歓
喜
天
）
に
由

来
し
て
、
西
陣
聖
し
ょ
う
て
ん

天

宮
と
呼
ば
れ
て
き
ま

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

前
回
の
正
解
は

雨う
ほ
う
い
ん
宝
院
で
す
。

し
た
。
重
要
文
化
財
の
千
手
観

音
立
像
や
阿あ
う
ん吽
あ
せ
か
き
弘
法

大
師
像
な
ど
も
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

境
内
に
は
歓
喜
桜
や
時し

ぐ
れ雨

の

松
な
ど
名
木
も
あ
り
、
染
物
に

用
い
る
と
よ
く
染
ま
る
と
し
て

有
名
な
染
殿
の
井
な
ど
、
西
陣

の
人
々
に
は
な
じ
み
深
い
と
こ

ろ
で
す
。（
い
）

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所･

氏
名･

年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想

等
（
感
想
は
紙
面
で
掲

載
の
場
合
あ
り
）
を
ご

記
入
の
う
え
、
〒
602
―

８
５
１
１　

上
京
区
役

所
「
か
み
ぎ
ょ
う
」
係

ま
で
。
締
切
り
は
11
月

30
日
（
消
印
有
効
）。

ヒント　
西陣聖天の近くです。

　

自
治
記
念
日
に
当
た
る
10
月
15

日
、
京
都
会
館
に
お
い
て
、
自
治

記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
市
政
の
推

進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、

門
川
市
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

上
京
区
で
表
彰
状
を
受
け
ら
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）。

〔
永
年
勤
続
市
政
協
力
委
員
表

彰
〕

生
嶋
美
佐
子
、
大
塩
展
男
、
奥
地

安
信
、

野
修
平
、
左
近
允
則
、

寺
川
勝
弘
、
松
原
光
伸

〔
未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進

表
彰
〕

◇
い
の
ち

石
田
光
子
、

川
健
、
梅
田
保

夫
、
岡
本
竹
秋
、
北
村
順
子
、
木

村
博
之
、
國
領
弘
朗
、
小
嶋
康

子
、
小
竹
智
、
古
寺
雅
男
、
小

茂
博
、
坂
地
伊
左
臣
、
阪
本
和

夫
、
下
水
木
乙
彦
、
白
石
昌
美
、

杉
浦
誠
、
高
嵜
賢
夫
、
髙
田
実
、

髙
橋
浩
、
田
中
淳
朗
、
田
辺
裕

子
、
谷
名
健
治
、
那
須
陸
男
、
仁

木
博
敏
、

川
元
通
、
長
谷
川
照

次
、
服
部
孝
之
、
平
井
潤
、
福
原

亮
二
、
藤
井
ひ
と
み
、
真
枝
真

光
、
松
岡
百
合
子
、
三
屋
浩
幸
、

矢
野
邦
夫
、
山
口
佳
子
、
吉
村
美

智
、
ほ
か
17
団
体

◇
環
境

青
木
京
子
、
赤
井
英
俊
、
石
田
紀

美
子
、
伊
豆

光
子
、
上
村
好

永
、
臼
居
季
生
、
宇
埜
惣
一
、
梅

田
克
巳
、
太
田
一
江
、
小
笠
原
嗣

代
、
岡
田
榮
子
、
小
谷
和
子
、
角

屋
千
惠
子
、
上
林
研
二
、
北
澤
喜

代
子
、
桒
畑
洋
太
郎
、

野
玲

子
、
竹
村
佳
代
子
、
田
中
藤
美
、

田
村
雅
子
、
德
井
忠
史
、
中
川
恵

美
子
、
野
村
悦
子
、
福
田
美
代

子
、
藤
江
恒
子
、
牧
野
信
子
、
水

谷
和
子
、
森
迪
、
山
根
三
郎
、
山

本
キ
ク
子
、
渡
邊
征
子
、
ほ
か
12

団
体

◇
ひ
と

穴
瀬
初
栄
、
伊
藤
有
紀
子
、
井
上

利
丸
、
奥
村
高
史
、
川
島
好
恵
、

兒
玉
幸
長
、
佐
藤
博
、
瀧
野
博

之
、
田
原
博
、
檀
野
晴
一
、
中
澤

隆
司
、
長
島
巖
、
長
谷
川
豊
美
、

田
幸
子
、
藤
田
美
雄
、

𠩤
和

子
、
山
形
敏
明
、
山
本
敏
夫
、
湯

浅
暢
宏
、
ほ
か
８
団
体

〔
基
本
計
画
策
定
特
別
表
彰
〕

（
上
京
区
基
本
計
画
）

粟
津
道
雄
、
安
藤
朝
江
、
五
十
嵐

淳
、
伊
藤
正
和
、
大
井
清
一
、
大

串
賴
長
、
岡
﨑
祐
司
、
小
川
眞

澄
、
桶
谷
周
平
、
小
谷
一
之
、
小

野
佳
代
子
、
朧
谷
壽
、
加
藤
ア

イ
、
絹
川
雅
則
、
木
村
富
郁
、
倉

辻
彦
一
、
小
林
昭
朗
、
左
近
允

則
、
鋤
柄
俊
夫
、
髙
田
昇
、
立
木

茂
雄
、
田
中
美
代
子
、
成
瀨
日
出

夫
、

川
隆
雄
、
福
田
勝
、
藤
林

宏
、
山
﨑
清
一
郎
、
山
田
陽
一
、

山
中
恵
美
子
、
山
本
安
一
、
𠮷
川

哲
雄
、
若
林
靖
永

〔
他
区
等
の
推
薦
に
よ
る
篤
志
者

表
彰･

特
別
表
彰
〕

18
名
９
団
体

平
成
23
年　

自
治
記
念
式
典
を
開
催

　

世
代
を
超
え
、
多
く
の
方
か
ら

「
上
京
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
以
下
の

方
々
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
を
基
に
平
成

24
年
３
月
ご
ろ
に
ま
ち
歩
き
ツ

ア
ー
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

最
優
秀
賞

「
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
た

聚
楽
第
、
伝
承
の
地
を
歩
き
学
び

そ
し
て
楽
し
む
【
南
回
廊
編
】

（
江
、
姫
た
ち
の
戦
国
・
天
地

人
・
功
名
が
辻
・
利
家
と
ま
つ
）」

著
者　

仲
治
實

優
秀
賞

「
出
町
の
歴
史
と
商
店
街
の
う
ま

い
も
の
め
ぐ
り
」

著
者　

宇
野
通　

「
平
安
京
か
ら
昭
和
を
歩
く
」

著
者　

じ
ゅ
ら
く
だ
い
倶
楽
部

「
相
国
寺
の
七
重
の
塔
の
上
か
ら

見
た
花
の
御
所
と
比
丘
尼
御
所
を

巡
る
」

著
者　

下
間
正
隆

「
Ｎ
電
を
歩
こ
う
」（
北
野
線
）

著
者　

新
井
滋
子

「
北
野
散
策
」

著
者　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
平
安
京

審
査
員
特
別
賞

「
百
人
一
首
で
、
上
京
を
歩
く
」

著
者　

京
都
百
人
一
首
・
か
る
た

研
究
会

※
入
賞
作
品
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
上
京
区
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
総
務
課
企
画
広
報
担
当
（
☎

441
・
５
０
２
９
）

上
京
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

〜
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

春
日
学
区
、
桃
薗
学

区
で
空
き
家
の
活
用

に
よ
る
地
域
の
活
性

化
を
進
め
ま
す

　

上
京
区
の
空
き
家
は
住
宅
総
数

の
14
％
（
平
成
20
年
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

空
き
家
が
増
え
る
と
、
防
犯
、
防

災
上
危
険
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま

ち
に
活
気
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
本
市
で
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
空
き
家
を
活
用
し
て
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
「
京
都
市
地
域

連
携
型
空
き
家
流
通
促
進
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
地
元
組
織
が
主

体
と
な
っ
て
地
域
の
空
き
家
の
状

況
を
調
べ
る
と
と
も
に
、
空
き
家

所
有
者
や
地
域
の
意
向
に
応
じ

て
、
建
築
・
不
動
産
な
ど
の
専
門

家
が
適
切
な
活
用
提
案
を
行
い
ま

す
。
ま
た
地
域
の
魅
力
や
暮
ら
し

方
な
ど
を
地
域
で
ま
と
め
て
入
居

希
望
者
に
伝
え
ま
す
。

　

上
京
区
で
は
、
昨
年
度
か
ら
春

日
学
区
で
取
組
を
進
め
、
今
年
度

か
ら
桃
薗
学
区
で
も
取
組
を
始
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

空
き
家
を
活
用
し
た
い
が
、

「
貸
し
た
ら
返
っ
て
こ
な
い
か
も
」

「
ど
ん
な
人
が
入
る
の
か
わ
か
ら

な
い
」「
信
頼
で
き
る
不
動
産
事

業
者
を
知
ら
な
い
」
な
ど
の
不
安

か
ら
、
空
き
家
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
ら
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
＝
京
都
市
す
ま
い
体
験
館　

す

ま
い
よ
ろ
ず
相
談
（
☎
693
・
５
１

３
１　

水
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

休
館
）

空き家に新しい世帯が入ってくると

建物が残って、
街並みが
きれいになる

人が増えて、
にぎわいが
うまれる

防犯や防災上
の心配が
少なくなる

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

日
時　

12
月
13
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
１
階
①
番
窓
口
）

問
＝
京
都
行
政
評
価
事
務
所

　
　
（
☎
211
・
１
１
０
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
の

高
額
療
養
費
の
申
請

を
お
忘
れ
な
く
！

　

医
療
機
関
な
ど
で
支
払
っ
た
一

部
負
担
金
が
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
た

額
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。
該
当
者
に
は
「
高
額
療

養
費
支
給
申
請
に
つ
い
て
（
お
知

ら
せ
）」を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
に
際
し
て
は
、
申
請
が
初

回
の
み
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
を
受
け
た
方
は
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
「
高
額
療

養
費
支
給
申
請
に
つ
い
て
（
お
知

ら
せ
）」、
保
険
証
、
印
鑑
、
預
金

通
帳
、
委
任
状
（
代
理
人
の
方
が

来
ら
れ
る
場
合
）

問
＝
保
険
年
金
課
保
険
給
付
・
年

金
担
当
（
☎
441
・
５
１
３
８
、
１

階
⑤
番
窓
口
）

　

本
市
で
は
、
昨
年
約
２
千
900

人
、
今
年
の
上
半
期
に
約
１
千
600

人
の
方
が
検
査
を
受
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
検
査
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
？
１
人
で
不
安
を

抱
え
こ
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
検
査
相
談
は
、
無
料
・
匿
名

で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
。

上
京
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

（
エ
イ
ズ
）
検
査
相
談
日
（
予
約

不
要
）

日
時　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

※
結
果
は
２
週
間
後
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

＊
性
感
染
症
検
査
（
血
液
検
査
…

梅
毒
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
、
尿
検
査
…
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
淋

菌
）
も
同
時
実
施

Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査
（
要
予
約
）

①
休
日
（
土
曜
日
）
検
査

　

日
時　

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

午
後
４
時
〜
６
時

　

会
場　

㈶
京
都
工
場
保
健
会
２

階
　

予
約　

㈶
京
都
工
場
保
健
会

（
☎
０
１
２
０
・
636
・
040
、
平
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

②
夜
間
検
査

　

日
時　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

　

会
場　

下
京
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
　

予
約　

市
保
健
医
療
課
（
☎

222
・
４
４
２
１
、
平
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
30
分
）

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人
保

健
・
医
療
担
当
（
☎
432
・
３
２
２

１
）

毎
年
1212
月
１
日
は

月
１
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

 

で
す
。

で
す
。

平
成
23
年
分
年
末
調
整

（
給
与
支
払
報
告
書
等

作
成
）
説
明
会

　

平
成
23
年
分
の
年
末
調
整
の
方

法
や
、
平
成
23
年
中
に
支
払
わ
れ

た
給
与
に
か
か
る
給
与
支
払
報
告

書
（
源
泉
徴
収
票
）
な
ど
の
住
民

税
や
所
得
税
の
法
定
調
書
の
作
成

と
提
出
方
法
に
つ
い
て
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

会
場　

市
北
文
化
会
館
（
キ
タ
オ

オ
ジ
タ
ウ
ン
内　

地
下
鉄
北
大
路

駅
１
番
出
口
前
）

問
＝
上
京
税
務
署
（
☎
441
・
９
１

７
１
）、
市
法
人
税
務
課
特
別
徴

収
担
当
（
☎
213
・
５
２
４
６
）

毎毎

歳
末
特
別
生
活
相
談
及
び

特
別
生
活
資
金
貸
付

　

本
市
で
は
、
疾
病
、
不
測
の
事

故
な
ど
の
た
め
、
一
時
的
に
年
越

し
の
生
活
が
困
難
な
世
帯
に
対
し

て
生
活
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
に
歳
末

特
別
生
活
資
金
の
貸
付
け
を
行
い

ま
す
。

相
談
日
時　

12
月
８
日
（
木
）
〜

14
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
11
時
30

分
、
午
後
１
時
〜
３
時

貸
付
日　

12
月
26
日
（
月
）

実
施
場
所　

３
階
会
議
室

貸
付
内
容　

世
帯
員
１
人
３
万
円

を
目
安
に
１
世
帯
15
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。
担
保
・
保
証
人
は
不

要
で
無
利
子
。
２
年
以
内
に
原
則

均
等
月
賦
で
返
済
（
１
か
月
以
上

３
か
月
以
内
の
据
置
期
間
含
む
）。

※
ボ
ー
ナ
ス
等
の
臨
時
収
入
が
あ

る
か
他
の
共
済
制
度
に
よ
り
貸
付

け
を
受
け
ら
れ
る
世
帯
、
生
活
保

護
受
給
中
の
世
帯
、
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び

永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
支
援
給
付
を
受

け
て
い
る
世
帯
、
以
前
の
夏
季
又

は
歳
末
貸
付
の
償
還
が
完
了
し
て

い
な
い
世
帯
（
相
談
の
時
点
で
償

還
率
が
80
％
以
上
で
、
貸
付
日
ま

で
に
未
償
還
額
の
全
額
返
済
を
誓

約
し
た
上
で
履
行
し
た
世
帯
を
除

く
）、
償
還
能
力
に
欠
け
る
と
認

め
ら
れ
る
世
帯
は
貸
し
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の　

健
康
保

険
証
（
世
帯
員
全
員
分
）
な
ど
の

住
所
と
家
族
構
成
を
証
明
で
き
る

も
の
と
印
鑑

問
＝
福
祉
介
護
課
福
祉
担
当
（
☎

441
・
５
１
０
３
、
３
階
⑱
番
窓

口
）

固
定
資
産
税
の
非

課
税
に
係
る
申
告

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

を
課
税
の
対
象
と
し
、
そ
の
所
有

者
の
方
に
対
し
て
毎
年
課
税
さ
れ

る
も
の
で
す
が
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
公
共
の
用
に
供
し
て
い
る

道
路
等
は
、
非
課
税
と
な
り
ま

す
。
道
路
や
道
路
を
含
む
土
地
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
非
課
税

申
告
書
を
資
産
の
所
在
す
る
区
役

所
・
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
要
件

・
土
地
の
全
体
又
は
一
部
が
道
路

構
造
物
等
（
側
溝
等
）
に
よ
り
明

確
と
な
っ
て
い
る
幅
員
１
・
５
ｍ

以
上
の
道
路

・
道
路
利
用
に
関
し
何
の
制
約
も

設
け
ず
、
現
に
一
般
交
通
の
用
に

供
し
て
い
る
。

・
道
路
の
両
端
が
非
課
税
の
道
路

に
接
し
て
い
る
場
合
、
又
は
一
端

の
み
が
非
課
税
の
道
路
に
接
し
て

い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
当
該
道
路

に
接
す
る
家
屋
が
２
軒
以
上
存
在

す
る
場
合

問
＝
固
定
資
産
税
課
土
地
担
当

（
☎
441
・
５
０
９
２
、
２
階
⑭
番

窓
口
）

税金のおはなしＱ＆ A
市税を納期までに納めなかった場合の滞納処分とは？

Ｑ 　先日、自宅に市税の納付催告書が届き、納付がなく、
何の連絡もない場合は「財産等を調査し、滞納処分を

する」と書かれていました。「滞納処分」とはどういった
処分でしょうか。

A 　法律では、「督促状を発した日から起算して10日を
経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し

押さえなければならない」と定められています。
　本市では、納税者に自主的に納税していただくために、
催告書の送付など早期の納税を促していますが、それでも
なお納税されないときは、納税の公平性と税収の確保のた
め、財産（給与、預貯金、生命保険、不動産など）を差し
押さえることとなります。
　さらに、その差し押さえた財産を取り立てたり、公売し
て滞納市税に充てることとなります。
　こうした差押え、公売、市税への充当といった一連の手
続が滞納処分です。
　皆さんに納めていただく市税は、本市の貴重な自主財源
として、市民生活に密着した様々な仕事に使われています
ので、市税の納期内納付にぜひご協力ください。
　なお、事情があって納期までに納められないという方は、
分割納付などの納税相談を行っていますので、できるだけ
早く納税課へお越しください。
問＝納税課（☎441-5096、２階⑪番窓口）

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動　

11
月
12
日
〜
25
日

　

区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
、
11
月

25
日（
金
）ま
で
Ｄ
Ⅴ（
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
な
ど

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考

え
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
＝
市
男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
☎
222
・
３
０
９
１
）

　
「
エ
コ
バ
ス
ツ
ア
ー
」
は
ご
み
処

理
施
設
の
見
学
を
通
じ
て
、
ご
み

の
減
量
や
分
別
に
理
解
を
深
め
、

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
考
え
て
い
た
だ
く
事
業
で

す
。
今
回
は
、
電
動
パ
ッ
カ
ー
車

（
ご
み
収
集
車
）
を
使
用
し
た
ご

み
の
積
込
み
体
験
も
行
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
24
年
１
月
９
日

（
月
・
祝
）
午
前
９
時
〜
正
午　

（
午
前
９
時
集
合
）

集
合
場
所　

上
京
区
役
所
前

見
学
先　

東
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

参
加
費　

無
料

対
象　

区
内
在
住
の
小
学
生
以
上

の
方（
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴
）

定
員　

30
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
FAX
で
、
11
月

18
日
（
金
）
か
ら
12
月
18
日
（
日
）

ま
で
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
京
都
い
つ
で
も

コ
ー
ル
（
４
面
参
照
）
へ

問
＝
上
京
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
☎
366
・
０
７
７
６
）

上
京
区
民
ご
み
減
量
エ
コ
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集

ご
み
の
行
方
を
探
検
し
よ
う
！

こ
ど
も
と
お
母
さ
ん
の
育
ち
教
室

第
５
回
「
ゆ
っ
く
り
子
育
て
知
恵
袋
」

　
「
私
の
子
育
て
こ
れ
で
い
い

の
？
」
と
い
っ
た
不
安
に
お
答
え

し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
も
親

子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
15
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

場
所　

市
壬
生
保
育
所
２
階
ホ
ー

ル（
中
・
西
ノ
京
新
建
町
１
）

内
容

・
子
育
て
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話

し
ま
し
ょ
う

・
手
あ
そ
び
や
わ
ら
べ
う
た
あ
そ

び 

ほ
か

申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
壬
生
保
育

所
（
☎
801
・
５
０
８
３
）


